
　

聞
い
て
み
た
い
な
、
こ
ん
な
こ
と

　本定例会での一般質問は、１２月４日から

１２月６日までの３日間行われ、１８人の議員

が、２９項目について質問しました。その質

問と答弁の要旨をお知らせします。

秋川駅北口商業核都市の活性化を秋川駅北口商業核都市の活性化を
実効性のある施策を展開していく実効性のある施策を展開していく

問　

地
域
経
済
力
に
つ
い
て

　

「
実
る
ほ
ど 
頭 
を
た
れ
る
稲

こ
う
べ

穂
か
な
」
の
精
神
に
立
ち
、
市

政
運
営
を
進
め
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　

市
長
の
所
信
表
明
で
は
「
地

域
経
済
力
」
を
行
政
の
基
本
に

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
臼
井
市

長
の
姿
勢
を
改
め
て
問
う
。

�　

中
小
企
業
振
興
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
。

�　

昔
か
ら
各
地
域
に
存
在
す

る
商
店
街
の
駐
車
場
設
置
の
支

援
に
つ
い
て
。

�　

秋
川
駅
北
口
商
業
核
都
市

の
活
性
化
に
つ
い
て
、
北
口
商

店
会
な
ど
と
協
議
す
る
よ
う
提

案
し
て
き
た
。
今
後
の
具
体
的

な
施
策
に
つ
い
て
。

市
長

�　

ま
ず
地
域
力
や
地
域
経
済

力
を
強
化
す
る
こ
と
が
前
提
で

あ
る
。
中
小
企
業
振
興
条
例
に

し
て
も
十
分
な
合
意
形
成
を

図
っ
た
う
え
で
協
議
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

環
境
経
済
部
長

�　

効
果
的
な
方
策
を
東
京
都

と
連
携
し
て
模
索
し
て
い
き
た

い
。

�　

機
動
性
の
高
い
組
織
と
し

て
「
地
域
産
業
振
興
推
進
本
部
」

を
設
置
し
、
地
域
経
済
力
を
高

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
商
工
会
な
ど
経
済
団
体

や
産
業
関
連
の
各
種
団
体
、
事

業
者
と
の
一
層
の
連
携
を
図
る

と
共
に
、
消
費
者
や
観
光
客
な

ど
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
実
効

性
の
あ
る
施
策
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。

　

他
に
、
自
治
基
本
条
例
の
制

定
、
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条

例
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

一
般
質
問
と
は
？

　

議
員
が
市
の
仕
事
全
般
に

つ
い
て
、
市
長
な
ど
に
報
告

や
説
明
を
求
め
た
り
、
将
来

の
方
針
等
に
つ
い
て
質
問
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
各
定
例
会

の
本
議
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

戸沢 弘征戸沢　弘征
議員議員

あきる野ルピアテナント会が主催する「よかもん市」



読者から寄せられた意見＆感想あれこれ

あ
き
る
野
市
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
行
動
計
画
は

あ
き
る
野
市
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
行
動
計
画
は

民
間
活
力
を
積
極
的
に
活
用
し
改
革
に
取
り
組
む

民
間
活
力
を
積
極
的
に
活
用
し
改
革
に
取
り
組
む

武蔵引田駅周辺地区区画整理事業への取り組みは武蔵引田駅周辺地区区画整理事業への取り組みは
協議会を立ち上げ協働のまちづくりを進める協議会を立ち上げ協働のまちづくりを進める

複
合
型
市
街
地
の
形
成
と
計
画

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
そ

の
一
環
を
成
す
も
の
と
考
え
て

い
る
。
そ
こ
で
、
早
期
実
現
に

向
け
、
民
間
活
力
の
導
入
は
い

か
が
か
。

�　

武
蔵
引
田
駅
整
備
に
つ
い

て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
と

は
切
り
離
し
て
先
行
整
備
の
案

も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え

で
い
る
か
。

市
長

�　

本
市
の
将
来
都
市
像
「
人

と
緑
の
新
創
造
都
市
」
を
実
現

す
る
た
め
、
極
め
て
重
要
な
地

区
で
あ
り
、
都
市
基
盤
整
備
と

合
わ
せ
て
土
地
利
用
転
換
を
行

う
。
今
後
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
地
権
者
や
地

域
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
。

�　

駅
周
辺
地
域
と
い
う
特
性

を
踏
ま
え
て
、
土
地
区
画
整
理

事
業
は
市
施
行
を
基
本
と
し
て

考
え
て
い
る
が
、
今
後
、
更
に

検
討
を
加
え
た
い
。

�　

効
率
的
な
事
業
計
画
を
検

討
す
る
必
要
性
か
ら
、
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、

武
蔵
引
田
駅
の
改
修
を
進
め
る

こ
と
が
、
最
も
効
率
的
な
整
備

手
法
と
考
え
て
い
る
。

問　

所
信
表
明
と
あ
き
る
野
市

政
に
つ
い
て

�　

あ
き
る
野
市
行
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
が
平
成　

年
５
月
に

１９

発
表
さ
れ
た
が
、
こ
の
行
動
計

画
に
つ
い
て
の
所
感
を
伺
う
。

�　

所
信
表
明
の
７
項
目
は
大

変
重
要
で
あ
る
。
多
岐
多
様
の

施
策
を
実
現
す
る
に
は
、
市
民

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
策
に

つ
い
て
伺
う
。

�　

財
政
改
革
の
具
体
策
と
し

て
、
公
会
計
制
度
の
導
入
を
選

挙
期
間
中
に
表
明
さ
れ
た
。
東

京
都
の
運
営
を
参
考
に
、
当
市

で
の
予
定
と
そ
の
効
果
及
び
庁

内
徹
底
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

�　

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
構

造
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
や
職

員
の
欠
員
不
補
充
、
組
織
の
簡

略
化
、
更
に
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
意
識
改
革
を
推

進
す
る
た
め
、
行
政
改
革
推
進

本
部
を
中
心
に
、
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
改
革
に
取
り
組
ん
で

行
く
。

�　

地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、

市
民
と
行
政
の
役
割
を
勘
案
し

た
う
え
で
、
旧
町
村
単
位
の
７

地
域
を
中
心
に
市
の
様
々
な
主

体
が
協
働
・
参
画
で
き
る
仕
組

み
と
し
て
「
防
災
・
安
心
地
域

委
員
会
」
を
設
置
し
て
行
く
。

�　

公
会
計
制
度
は
、
資
産
及

び
債
務
の
適
正
な
管
理
の
推
進

や
財
務
情
報
の
わ
か
り
や
す
い

開
示
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

当
市
と
し
て
は
、
東
京
都　

市
２６

の
共
同
研
究
の
検
討
な
ど
を
踏

ま
え
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
。

問　

平
成　

年
に
武
蔵
引
田
駅

１５

周
辺
地
区
区
画
整
理
事
業
調
査

報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
、

平
成　

年
に
は
相
談
事
務
所
も

１７

設
置
し
た
が
、
そ
の
後
の
具
体

的
な
動
き
が
見
え
な
い
。
そ
こ

で
市
長
に
伺
う
。

�　

こ
の
事
業
へ
の
新
市
長
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

�　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
、
Ｊ
Ｒ
五
日
市
線
北
側
の

合川 哲夫合川　哲夫
議員議員

下
田

孝
雄

下
田　

孝
雄

議
員
議
員

武蔵引田駅周辺地区区画整理事業予定地

南東からあきる野市役所を望む



分析シートで明らかになった課題は分析シートで明らかになった課題は
活用を問う問題の差が大きい活用を問う問題の差が大きい

問　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
受
け
て

�　

文
部
科
学
省
か
ら
あ
き
る

野
市
教
育
委
員
会
に
提
供
さ
れ

た
平
均
正
答
率
の
デ
ー
タ
に
つ

い
て
市
の
評
価
を
問
う
。
ま
た
、

分
析
シ
ー
ト
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
た
課
題
は
。

�　

文
部
科
学
省
か
ら
各
学
校

へ
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
つ
い

て
、
各
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う

に
分
析
し
、
生
か
し
て
ゆ
く
の

か
。

�　

学
習
状
況
（
生
活
習
慣
な

ど
）
の
調
査
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
の
か
。

�　

「
ゆ
と
り
教
育
」
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

指
導
担
当
参
事

�　

い
ず
れ
の
調
査
で
も
東
京

都
の
平
均
正
答
率
を
下
回
っ
て

い
る
。
活
用
を
問
う
問
題
の
差

が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
各
学
校
で
は
、
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
調
査
結

果
を
基
に
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

�　

来
年
度
の
教
育
課
程
及
び

授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン
と
し
て

授
業
を
中
心
と
し
た
教
育
活
動

で
生
か
し
て
い
く
。

�　

学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、

学
習
環
境
等
と
学
力
と
の
相
関

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
各
学
校

で
は
、
質
問
の
結
果
に
つ
い
て

も
分
析
し
、
課
題
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
授
業
改
善
や
家
庭

と
の
連
携
等
に
生
か
し
て
い
く
。

�　

今
回
の
学
力
調
査
の
結
果

で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
は
、

各
教
科
の
指
導
に
お
い
て
十
分

に
指
導
時
間
を
確
保
し
、
指
導

方
法
に
つ
い
て
も
改
善
を
図
る
。

　

他
に
、
福
祉
（
特
定
施
設
の

進
出
、
障
害
者
施
設
の
自
立
支

援
法
へ
の
移
行
、
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
３
施
設
）

つ
い
て
質
問
し
た
。

る
の
か
。

�　

土
地
開
発
公
社
の
土
地
処

分
状
況
と
土
地
活
用
は
。

�　

学
校
の
耐
震
補
強
促
進
及

び
学
校
配
当
予
算
の
増
額
は
。

企
画
財
政
部
長

�　

地
方
交
付
税
交
付
額
の
抑

制
等
、
収
入
の
伸
び
が
見
込
め

な
い
中
、
社
会
保
障
関
係
経
費

が
増
大
す
る
な
ど
厳
し
い
財
政

状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
も

財
政
指
標
に
留
意
し
な
が
ら
、

行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を
中
心

に
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
行

く
。

市
長

�　

厳
し
い
財
政
環
境
だ
が
「
将

来
の
発
展
に
向
け
踏
み
出
す
た

め
の
予
算
」
と
し
て
、
歳
入
の

確
保
や
徹
底
し
た
経
費
の
削
減

を
行
う
な
ど
、
行
政
評
価
を
活

用
し
た
実
効
性
の
あ
る
予
算
と

し
た
い
。

都
市
整
備
部
長

�　

今
後
４
年
間
で
約　

億
円

２４

の
縮
減
を
国
や
東
京
都
の
支
援

を
活
用
し
進
め
る
。
ま
た
、
可

能
な
限
り
土
地
活
用
を
行
う
。

学
校
教
育
部
長

�　

学
校
の
耐
震
化
率
は　

・
２９

２
％
で
、
今
後
計
画
的
に
取
り

組
む
。

企
画
財
政
部
長

�　

予
算
の
増
額
は
、
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
中
で
対
応
す
る
。

　

他
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
、

上
養
沢
線
の
バ
ス
路
線
見
直
し

及
び
公
文
書
の
取
扱
い
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

問　

財
政
健
全
化
法
「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
と
本
市
へ
の
影
響

に
つ
い
て

�　

こ
の
法
律
に
あ
る
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負

担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を
踏
ま

え
た
今
後
の
行
政
運
営
は
。

�　

本
市
の
平
成　

年
度
財
政

１８

白
書
を
分
析
、
把
握
し
、
ど
の

よ
う
な　

年
度
予
算
編
成
を
す

２０

平
成

年
度
予
算
編
成
は

平
成　

年
度
予
算
編
成
は

２０２０

行
政
評
価
を
活
用
し
た
実
効
性
の
あ
る
予
算
と
し
た
い

行
政
評
価
を
活
用
し
た
実
効
性
の
あ
る
予
算
と
し
た
い

財政白書

村木 英幸村木　英幸
議員議員

清

水

晃

清 

水　

晃
議
員
議
員

東秋留小学校の授業風景



救
急
医
療
体
制
の
具
体
策
は

救
急
医
療
体
制
の
具
体
策
は

十
分
協
議
し
改
革
も
し
た
い

十
分
協
議
し
改
革
も
し
た
い

中
村

雅
一

中
村　

雅
一

議
員
議
員

踏切の改良・改善の早期実現は踏切の改良・改善の早期実現は
財政課題がネックである財政課題がネックである

問　

所
信
表
明
に
つ
い
て

�　

地
方
主
権
で
、
市
民
参
加

の
都
市
経
営
と
は
何
か
。

�　

行
政
改
革
の
中
で
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と

は
、
多
い
に
推
進
す
べ
き
と
同

調
す
る
が
、
市
長
の
構
想
を
伺

う
。

�　

福
祉
と
医
療
の
中
で
、
高

齢
者
へ
の
目
配
り
、
待
機
園
児

解
消
の
施
策
、
公
立
阿
伎
留
医

療
セ
ン
タ
ー
の
将
来
像
を
伺
う
。

�　

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会

の
環
境
整
備
の
考
え
は
。

�　

Ｊ
Ｒ
東
秋
留
駅
危
険
踏
切

の
改
良
・
改
善
の
早
期
実
現
に

向
け
て
の
可
能
性
は
。

�　

農
業
・
観
光
・
中
小
企
業

へ
の
市
独
自
の
助
成
制
度
の
考

え
は
。

�　

防
災
対
策
で
は
、
学
校
の

耐
震
化
を
前
倒
し
で
行
う
考
え

は
あ
る
の
か
。

市
長

�　

市
民
の
力
を
結
集
し
地
域

の
課
題
を
行
政
と
共
に
解
決
す

る
。

�　

民
間
活
力
を
積
極
的
に
活

用
し
て
事
務
事
業
の
委
託
化
を

進
め
た
い
。

福
祉
部
長

�　

民
生
委
員
等
と
の
連
携
・

協
力
、
保
育
所
の
定
員
の
弾
力

的
運
用
・
認
証
保
育
所
制
度
等

の
積
極
的
活
用
、
西
多
摩
保
健

医
療
圏
に
お
け
る
秋
川
流
域
の

中
核
病
院
と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
教
育
部
長

�　

家
庭
教
育
や
地
域
活
動
の

支
援
と
家
庭
・
学
校
・
地
域
社

会
の
一
体
化
を
推
進
す
る
。

市
長

�　

財
政
課
題
が
ネ
ッ
ク
で
あ

り
、
こ
こ
を
ク
リ
ア
ー
で
き
る

か
を
真
剣
に
考
え
る
。

環
境
経
済
部
長

�　

行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の

中
で
検
討
し
て
行
く
。

総
務
部
長

�　

災
害
時
に
は
、
重
要
な
施

設
で
あ
り
、
財
政
状
況
を
勘
案

し
進
め
る
。

澤井 敏和澤井　敏和
議員議員

東秋留駅西側の踏切

市
長

�　

こ
れ
か
ら
十
分
協
議
を
進

め
て
、
阿
伎
留
病
院
の
改
革
も

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
環

境
問
題
に
つ
い
て
の
私
の
思
い

と
し
て
は
、
自
分
の
心
の
原
風

景
は
、
こ
の
ふ
る
さ
と
の
自
然

で
あ
り
、
こ
れ
は
し
っ
か
り
子

孫
に
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
を

し
た
い
。

企
画
財
政
部
長

�　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度

１３

１８

の
市
の
買
戻
し
に
係
る
一
般
財

源
は
、
１
億
５
２
６
万
円
で
あ

る
。

問　

市
長
の
所
信
表
明
等
に
つ

い
て

　

所
信
表
明
で
述
べ
た
市
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
及
び
当

市
が
直
面
す
る
厳
し
い
財
政
状

況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

�　

市
の
借
金
及
び
債
務
で
利

子
を
含
む
償
還
予
定
の
合
計
額

は
ど
の
位
か
。
こ
れ
を
ど
の
よ

う
に
認
識
す
る
か
。

�　

救
急
医
療
態
勢
と
環
境
施

策
等
に
対
す
る
市
長
の
具
体
策

は
あ
る
の
か
。

�　

土
地
開
発
公
社
所
有
の
不

良
債
権
化
し
た
土
地
の
処
分
で
、

一
般
会
計
の
税
等
を
ど
の
位
注

ぎ
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

企
画
財
政
部
長

�　

平
成　

年
度
末
現
在
、
一

１８

般
会
計
、
特
別
会
計
、
土
地
開

発
公
社
及
び
一
部
事
務
組
合
の

負
担
金
な
ど
合
計
で
約
８
３
１

億
円
と
な
る
。
市
債
の
発
行
は

財
源
不
足
を
補
い
、
計
画
的
な

財
政
運
営
を
確
保
す
る
う
え
で

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

あ
り
、
有
効
活
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

公立阿伎留医療センター（旧、公立阿伎留病院）



学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
待
機
児
童
の
早
期
解
消
を

学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
待
機
児
童
の
早
期
解
消
を

各
施
設
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
す
る

各
施
設
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
す
る

山
根

ト
ミ
江

山
根 

ト
ミ
江

議
員
議
員

防災対策の現状は防災対策の現状は
地域特性に合ったマニュアル作りを進めている地域特性に合ったマニュアル作りを進めている

問　

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
に
起
き
る
か
予
測
が

つ
か
な
い
。

　

平
成　

年
７
月
に
起
き
た
中

１９

越
沖
地
震
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、　

年
９
月
の
台

１９

風
９
号
に
よ
っ
て
本
市
で
も
被

害
を
受
け
た
。
災
害
に
対
す
る

常
日
頃
か
ら
の
備
え
は
、
防
災

対
策
と
し
て
非
常
に
大
事
な
こ

と
で
あ
り
、
市
長
の
所
信
表
明

に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

�　

防
災
対
策
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
。

�　

備
蓄
品
と
し
て
、
粉
ミ
ル

ク
と
哺
乳
瓶
を
備
え
る
こ
と
に

つ
い
て
。

�　

行
政
組
織
と
し
て
、
交
通

防
災
係
か
ら
防
災
課
へ
の
拡
充

の
考
え
に
つ
い
て
。

市
長

�　

地
域
防
災
計
画
及
び
こ
の

計
画
を
補
完
す
る
災
害
時
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
職
員
等

の
行
動
を
具
体
化
し
て
い
る
。

現
在
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
、
町
内
会

長
・
自
治
会
長
と
一
緒
に
話
し

合
い
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

総
務
部
長

�　

赤
ち
ゃ
ん
用
の
粉
ミ
ル
ク

等
は
必
要
か
と
思
う
。
近
隣
市

な
ど
を
調
査
し
て
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
長

�　

防
災
は
、
大
変
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
る
。
地
域
と
防

災
と
一
体
と
な
っ
た
よ
う
な
、

地
域
防
災
課
の
よ
う
な
課
で
対

応
し
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

松原 敏雄松原　敏雄
議員議員

あきる野市防災センター

と
、
運
営
時
間
を
せ
め
て　

時
１９

ご
ろ
ま
で
延
長
で
き
な
い
か
。

�　

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
に
つ
い
て
、
東
京
都

の
実
施
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

�　

市
民
健
診
に
つ
い
て
は
、

　

歳
以
上
の
方
も
こ
の
ま
ま
継

１６続
し
、
ま
た　

歳
以
上
の
方
も

７５

市
独
自
に
助
成
を
す
る
な
ど
、

今
後
も
今
ま
で
通
り
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

福
祉
部
長

�　

厚
生
労
働
省
は
、
５
回
程

度
の
公
費
負
担
の
実
施
が
原
則

で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い

る
。
重
要
施
策
で
あ
り
、
近
隣

市
の
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
し

た
い
。

子
育
て
支
援
・
児
童
担
当
参
事

�　

平
成　

年
度
は
、　

人
多

１９

４４

く
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。
な
お
、

　

人
の
待
機
児
童
は
、
各
施
設

８５の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
育
成

時
間
は
、
現
行
の
時
間
で
対
応

で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

市
長

�　

難
し
い
状
況
と
は
感
じ
て

い
る
が
、
実
現
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

市
民
部
長

�　

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

は
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
の
体
制
の
中
で
実
施
し
て
行

き
た
い
。

　

他
に
、
る
の
バ
ス
の
改
善
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

問　

福
祉
・
医
療
の
充
実
に
つ

い
て

　

市
長
の
７
つ
の
政
策
の
一
つ

で
あ
る
福
祉
・
医
療
の
充
実
に

つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

�　

妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
を

早
急
に
増
や
せ
な
い
か
。

�　

児
童
育
成
会
及
び
学
童
ク

ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
早
期
解
消

五日市学童クラブ



職
員
削
減
の
取
り
組
み
は

職
員
削
減
の
取
り
組
み
は

５
年
間
で
職
員
総
数
の
１
割
程
度
削
減
が
必
要
と
み
て
い
る

５
年
間
で
職
員
総
数
の
１
割
程
度
削
減
が
必
要
と
み
て
い
る

ブックスタートの取り組みはブックスタートの取り組みは
平成２０年度は一部予算化したい平成２０年度は一部予算化したい

か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
伝
え
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

運
動
は
、
こ
れ
ま
で
数
回
取
り

上
げ
重
要
性
を
訴
え
て
き
た
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

市
長

�　

秋
川
渓
谷
瀬
音
の
湯
は
、

平
成　

年　

月
末
で　

万
人
の

１９

１１

１７

利
用
客
が
あ
り
、
当
初
目
標
を

突
破
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も

単
に
温
泉
施
設
の
整
備
だ
け
で

な
く
散
策
路
な
ど
の
周
辺
整
備

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後

も
乙
津
地
区
で
は
ふ
る
さ
と
工

房
五
日
市
を
活
か
す
工
夫
や
集

落
全
体
を
文
化
的
景
観
に
再
生

し
、
観
光
資
源
化
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
養
沢
地
区
の
豊
富
な
観

光
資
源
を
活
か
す
施
策
も
展
開

し
て
い
く
。

社
会
教
育
部
長

�　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
乳
幼

児
期
の
読
書
活
動
の
中
心
的
事

業
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

具
体
的
な
協
議
を
進
め
る
が
、

来
年
度
は
、
３
・
４
カ
月
検
診

時
を
対
象
に
予
算
化
し
た
い
。

　

他
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問　

平
成　

年
５
月
に
策
定
さ

１９

れ
た
「
あ
き
る
野
市
行
政
改
革

推
進
プ
ラ
ン
」
は
、
今
後
の
あ

き
る
野
市
の
行
政
経
営
に
大
き

な
比
重
を
占
め
る
大
事
な
計
画

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
く
５
つ
の

行
動
計
画
の
一
つ
と
し
て
、
定

員
管
理
・
組
織
管
理
計
画
の
下

に
第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
を

定
め
、
国
の
指
針
を
上
回
る
職

員
の
削
減
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
先
般
の
市
長

の
所
信
表
明
に
よ
る
と
、
こ
の

計
画
の
基
本
的
な
方
針
は
継
承

し
つ
つ
も
更
に
踏
み
込
ん
だ
期

待
で
き
る
内
容
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
職
員
の
削

減
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組

み
を
伺
う
。

市
長

　

計
画
で
は
、
平
成　

年
度
ま

２３

で
の
５
年
間
で　

人
の
職
員
を

４５

削
減
す
る
と
あ
る
が
、
私
は
職

員
総
数
の
１
割
程
度
の
削
減
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

　

所
信
表
明
で
述
べ
た
行
政
力

の
強
化
は
、
民
間
活
力
の
活
用

と
し
て
指
定
管
理
者
制
度
の
適

正
な
導
入
、
民
設
民
営
化
の
推

進
、
事
務
事
業
の
委
託
化
を
更

に
進
め
て
行
く
。
ま
た
、
専
門

知
識
を
持
っ
た
市
民
の
登
用
も

進
め
て
み
た
い
。

　

同
時
に
少
数
精
鋭
主
義
に
よ

る
組
織
の
簡
略
化
と
し
て
、
組

織
体
制
の
再
編
を
進
め
る
。
更

に
こ
れ
ら
を
含
め
た
行
政
改
革

に
つ
い
て
は
行
政
改
革
推
進
本

部
の
も
と
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
進
め
る
。

問　

市
長
の
所
信
表
明
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

�　

所
信
表
明
の
中
で
、
秋
川

渓
谷
瀬
音
の
湯
と
そ
の
周
辺
地

域
を
観
光
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
、
具
体
的
施
策
を
講
じ
て
い

く
と
あ
る
。
具
体
的
施
策
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

�　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
診
時
に
全

て
の
親
子
を
対
象
に
、
絵
本
を

介
し
て
言
葉
と
心
を
育
み
健
や

田中 千代子田中 千代子
議員議員

青青 

木木　

豊豊
議
員
議
員

北東からあきる野市役所を望む

乳児健診


